
Copyright © 2016 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. ２０１６年３月期第３四半期 ご参考資料

日本通運株式会社 経営企画部（ＩＲ）

2016年1月29日

Ⅰ.経営状況

Ａ．２０１６年３月期第３四半期決算の概要

Ｂ．セグメント別状況

Ⅱ.経営計画の進捗状況

Ⅲ.外部環境の変化

Ａ．増減要素（３Ｑ累計）

Ｂ．外部要因の想定（通期）

P. 1

P. 2-

P. 8

P. 9

P.10

２０１６年３月期第３四半期２０１６年３月期第３四半期 ご参考資料ご参考資料



1Copyright © 2016 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. ２０１６年３月期第３四半期 ご参考資料

Ａ.２０１６年３月期第３四半期決算の概要

Ⅰ. 経営状況

1）概要（連結）

単
四
半
期

累
計

親会社株主に

帰属する

四半期純利益

６６８０．６３４０１２．４３０２４３２７３
親会社株主に

帰属する

四半期純利益

５．９８１４５１５３営業利益

△３．４△１６９４，９８５４，８１６売上高

４６．７３８８３１２１

経常利益 ４．０６１６７１７３

４１７

３４７

１４，１７７

2015/3期
３Ｑ実績

②

７１．５

７１．３

７１．７

進捗率

①÷⑤ｘ100

８．０

１０．９

１．２

増減率
（前年比）

④=③÷②ｘ100

６３０

５４０

２０，０００

通期業績予想
（5月8日発表）

⑤

１７９

１５４

５，６５１

差額

⑤－①

３３

３７

１７０

増減額
（前年比）

③＝①－②

４５０経常利益

３８５営業利益

１４，３４８売上高

2016/3期
３Ｑ実績

①

（単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

2）連結経営指標 ３Ｑ累計 （前年同期） ３Ｑ累計 （前年同期）

・売上高営業利益率 ２．７％ （２．４％） ・ＲＯＥ ６．８％ （６．４％）

・売上高経常利益率 ３．１％ （２．９％） ・ＲＯＡ ２．５％ （２．３％）

◇事業環境に関する認識と確認（経済環境）

中国経済の減速や大幅な原油価格の下落に加え、国際社会における地政学的リスクの

高まりなどもあり、先行き不透明な状況で推移。

◇事業環境に関する認識と確認（物流業界の状況）

物流業界においては、こうした経済情勢を背景に、国内貨物は消費者マインドの

低下などから緩慢な荷動きとなり、国際貨物は中国をはじめとしたアジア向け貨物が

減少するなど、総じて力強さを欠く状況で推移。

◇通期の業績予想

連結、個別とも、昨年５月８日に発表した数値を据え置いた。

連結全体は据え置いたが、これまでの実績と今後の経営環境に鑑み、

「複合事業」と「販売」以外のセグメント利益を変更。
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Ⅰ. 経営状況

1）複合事業

Ｂ.セグメント別状況

2）警備輸送

２１９

・ トラック輸送の年末にかけての荷動きは、盛り上がりを

欠く状況で推移

・ ロジスティクス業務の取扱いは好調を維持

・ 燃油費単価下落や料金改定の効果が継続し、増益を

確保

売上高

増減率増減額15/3期3Q16/3期3Q

前年同期対比
増減率増減額

通期予想

（5/8発表）

概
況

０

０

０２１９

０７，４３２７，４３２

１９．６９［２．６］ ４９［３．１］ ５８ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

単
四
半
期

△１．０△１８１，８９２

累
計

２８．７３２［２．１］ １１３［２．７］ １４６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高

通期予想

（1/29発表）

実績

１，８７３

△０．７△３６５，５４８５，５１１

１４

・ 一部の不採算業務から撤退したことにより、減収

・ 前年に実施した車両改修の反動により、増益

売上高

増減率増減額15/3期3Q16/3期3Q

前年同期対比
増減率増減額

通期予想

（5/8発表）

概
況

６．０

０

０１３

０５５６５５６

８２．６１［１．６］ ２［３．１］ ４ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

単
四
半
期

△４．２△５１３９

累
計

７９．７４［１．５］ ６［２．７］ １１ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高

通期予想

（1/29発表）

実績

１３３

△２．４△１０４１５４０５

（単位：億円、％ ［］内は利益率）

（単位：億円、％ ［］内は利益率）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇複合事業・・・減収、増益

個別の売上高の数字をベースとしてご説明。

鉄道取扱の売上高は＋４．７％。飲料関連の荷動きが好調を維持したほか、

前年に天候不順の影響で、貨物列車の運休が多かったことの反動増によるもの。

自動車全体の売上高は△１．６％（積合せ△２．３％、貸切り△１．４％）

燃油費単価の下落、料金改定の効果が継続しているが、期待された年末にかけての

荷動きは、盛り上がりを欠く状況で推移。

倉庫の売上高は△３．６％。衣料品関連の大手顧客から撤退したことなどが

大きく影響。

通販関連をはじめとするロジスティクス業務の取扱いは、工場内に計上している分を含め、

好調を維持。

◇警備輸送・・・減収、増益

第１四半期から、一部の不採算業務から撤退したことにより、売上げは減少したものの、

前年に実施した車両改修の反動により、当・第３四半期においても、増益。
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Ⅰ. 経営状況

3）重量品建設 （単位：億円、％ ［］内は利益率）

Ｂ.セグメント別状況

３０

・ 国内の風力発電関連の取扱いが堅調に推移

・ 海外においても、ベトナム、ロシアでの大型工事が順調

に売上げを伸長

売上高

増減率増減額15/3期3Q16/3期3Q

前年同期対比
増減率増減額

通期予想

（5/8発表）

概
況

３４．１

０

７２２

０４８９４８９

３９．２２［５．５］ ６［６．６］ ８ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

単
四
半
期

１４．８１６１１１

累
計

４２．７７［４．８］ １７［６．１ ] ２４ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高

通期予想

（1/29発表）

実績

１２８

１２．７４５３５７４０３

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇重量品建設・・・増収、増益

国内においては、風力発電関連の取扱いが堅調に推移。

海外においても、ベトナム、ロシアでの大型工事が順調に売上げを伸長。
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Ⅰ. 経営状況

4）航空

Ｂ.セグメント別状況

5）海運

（単位：億円、％ ［］内は利益率）

５９

・ 設備輸送関連の輸出に一服感

・ 内航の燃油費単価下落に伴う収受額の減少も影響

・ 海外引越の取扱いが、輸出入ともに好調を維持し、

増益

売上高

増減率増減額15/3期3Q16/3期3Q

前年同期対比
増減率増減額

通期予想

（5/8発表）

概
況

３．３

０

１５７

０１，２２８１，２２８

４４．１４［３．４］ １０［５．１］ １４ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

単
四
半
期

△１．９△５２９８

累
計

２１．７８［４．４］ ３９［５．３］ ４８ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高

通期予想

（1/29発表）

実績

２９３

０．８７８９５９０２

６９

・ 日本発輸出貨物の取扱重量が、前年比マイナスで推移

・ 燃油サーチャージの大幅な下落、前年の米国西海岸の

港湾混雑による自動車関連特需の兆し、中東向け緊急

支援物資輸送の反動減が、減収要因

・ 輸出の混載効率の向上、輸入のオペレーション効率の

改善、ソフトウェア関連費用の減により、増益

売上高

増減率増減額15/3期3Q16/3期3Q

前年同期対比
増減率増減額

通期予想

（5/8発表）

概
況

△７．７

０

△５７５

０１，９５７１，９５７

２９．５６［４．２］ ２１［５．８］ ２７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

単
四
半
期

△６．７△３３５０３

累
計

５．１２［３．３］ ４６［３．６］ ４９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高

通期予想

（1/29発表）

実績

４６９

△３．３△４７１，４２２１，３７４

（単位：億円、％ ［］内は利益率）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇航空・・・減収、増益

日本発輸出航空貨物の取扱重量は△５．９％。

方面別の内訳では、米州地域向けが△１８．４％、欧州地域向けが＋２２．３％、

アジア･オセアニア地域向けが△８．４％。

燃油サーチャージの大幅な下落に加え、前年にあった米国西海岸の港湾混雑による

自動車関連特需の兆しや中東向け緊急支援物資輸送の反動減が、減収の大きな要因。

輸入では、通関件数が△２．８％となったものの、ロジスティクス業務が堅調に

推移したことから、前年並みの売上げを確保。

国内貨物は、医療機器関連の荷動きが低迷し、減収。

一方、利益面では、輸出において混載効率の向上や経由便の利用に努めたこと、

輸入では、オペレーション効率の改善が図られたことに加え、ソフトウェア関連費用の

減なども寄与し、増益。

◇海運・・・減収、増益

輸出は設備輸送関連が売上げを支える状況が継続したが、一服感が出て、

前年の売上げに及ばず。

輸入は、アパレル・雑貨関連などの取扱いが堅調だったものの、青果関連が減少し

若干の減収。

一方で、海外引越は輸出入とも好調を維持し、当・第３四半期においても、利益を牽引。

内航は、荷動き自体は悪くなかったものの、燃油費単価下落に伴う収受額の減少が影響し、

減収。
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Ⅰ. 経営状況

6）米州

Ｂ.セグメント別状況

7）欧州

１５

・ 英国で、海運・輸入フォワーディング、フランスでは、航

空・輸出フォワーディ ングの取扱いが増加

・ オランダの倉庫配送業務が伸長した一方で、立ち上げ

費用増の継続やロシア経済の低迷による荷動きの鈍化

により、減益

売上高

増減率増減額15/3期3Q16/3期3Q

前年同期対比
増減率増減額

通期予想

（5/8発表）

概
況

△３５．８

０

△８２４

０８５０８５０

△５９．６△４［３．９］ ７［１．５］ ３ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

単
四
半
期

２．３４２０３

累
計

△４４．３△８［３．０］ １８［１．６］ １０ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高

通期予想

（1/29発表）

実績

２０８

３．２１９５９９６１８

５０

９８２

・ 現地通貨ベースにおいては、減収、増益

・ 米国において、アジア向け航空・輸出フォワーディングが、

メキシコでは、海運・輸入フォワーディングが堅調に推移

・ ブラジルは景気減退により、荷動きが低迷

売上高

増減率増減額15/3期3Q16/3期3Q

前年同期対比
増減率増減額

通期予想

（5/8発表）

概
況

２２．５

０

９４１

０９８２

３３．１３［５．１］ １０［５．８］ １３ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

単
四
半
期

１６．７３３１９８

累
計

４８．２１３［４．８］ ２７［５．７］ ４０ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高

通期予想

（1/29発表）

実績

２３１

２４．８１４１５７２７１４

（単位：億円、％ ［］内は利益率）

（単位：億円、％ ［］内は利益率）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

「海外会社」の第３四半期は、７－９月期

◇米州・・・増収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでは、減収、増益。

米国においては、アジア向けの航空・輸出フォワーディングが伸長したほか、国内の

トラック輸送の取扱いも好調を維持。

メキシコでは、自動車関連の海運・輸入フォワーディングの取扱いが堅調に推移。

ただし、ブラジルでは景気後退の影響により、荷動きが低迷。

◇欧州・・・増収、減益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、減益。

英国では、雑貨関連の海運・輸入フォワーディング、フランスにおいては、自動車関連の

航空・輸出フォワーディングの取扱いが増加、オランダでの倉庫配送業務も順調に

売上げを伸長。

一方で、オランダの新倉庫立ち上げに伴う費用増の継続やロシア経済の低迷による

荷動きの鈍化が、減益の要因。
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Ⅰ. 経営状況

8）東アジア

Ｂ.セグメント別状況

9）南アジア・オセアニア

１７

・ 中国では、医療機器関連の航空・輸出フォワーディング

の取扱いが増加

・ 自動車関連の調達物流の取扱いも、好調を維持

・ 中国における人件費など、各種コストの上昇により、

減益

売上高

増減率増減額15/3期3Q16/3期3Q

前年同期対比
増減率増減額

通期予想

（5/8発表）

概
況

△２５．０

０

△５２２

０１，１８８１，１８８

△１５．５△１［３．０］ ７［２．２］ ６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

単
四
半
期

１６．３４１２５２

累
計

△１７．７△２［２．０］ １４［１．４］ １２ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高

通期予想

（1/29発表）

実績

２９３

１８．４１３４７３３８６８

１６

・ 現地通貨ベースにおいては、減収、減益

・ 航空・輸出フォワーディング、倉庫配送が堅調に推移

・ 前年の重機建設関連のプロジェクトの反動減や中国の

景気後退が影響

・ 航空利用費など各種コストの上昇により、減益

売上高

増減率増減額15/3期3Q16/3期3Q

前年同期対比
増減率増減額

通期予想

（5/8発表）

概
況

４２．０

０

５１１

０７８８７８８

△３０．１△１［２．３］ ３［１．５］ ２ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

単
四
半
期

４．７７１６２

累
計

６．２０［２．３］ １０［２．１］ １１ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高

通期予想

（1/29発表）

実績

１７０

１８．５８３４５４５３８

（単位：億円、％ ［］内は利益率）

（単位：億円、％ ［］内は利益率）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

「海外会社」の第３四半期は、７－９月期

◇東アジア・・・増収、減益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、減益。

中国では、医療機器関連の航空・輸出フォワーディングの取扱いが増加したほか、

自動車関連の調達物流の取扱いも、引き続き好調を維持。

香港でも、電子・電機関連の航空・輸出フォワーディングの取扱いが堅調に推移。

一方で、中国における人件費など各種コストも上昇し、地域全体では、減益。

◇南アジア・オセアニア・・・増収、減益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでは、減収、減益。

フィリピン、シンガポールをはじめとした地域全体において、自動車、電子・電機関連の

航空・輸出フォワーディング、倉庫配送業務が堅調に推移。

タイでは、前年にあった重機建設関連の大型プロジェクトの反動減が影響。

中国における景気後退も影響。

コスト面では、シンガポールにおける航空利用費の上昇などもあり、地域全体では、減益。
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Ⅰ. 経営状況

10）販売

Ｂ.セグメント別状況

11）その他

６５

・ 石油類の販売単価下落により、減収

・ 輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業も低調

に推移

売上高

増減率増減額15/3期3Q16/3期3Q

前年同期対比
増減率増減額

通期予想

（5/8発表）

概
況

０

０

０６５

０４，１１５４，１１５

△２２．６△４［１．６］ １８［１．５］ １４ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

単
四
半
期

△１７．２△１９３１，１２８

累
計

△０．２△０［１．４］ ４６［１．７］ ４６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高

通期予想

（1/29発表）

実績

９３４

△１３．１△４２０３，２１２２，７９２

２７

・ 日通ＮＥＣロジスティクス及び日通・パナソニック ロジス

ティクス社が荷動き低迷の影響を受け、減収

・ 料金改定の効果や各種コスト削減の取組みにより、

増益

売上高

増減率増減額15/3期3Q16/3期3Q

前年同期対比
増減率増減額

通期予想

（5/8発表）

概
況

△１８．５

０

△６３３

０１，７６０１，７６０

４１．８４［２．５］ １１［３．７］ １５ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

単
四
半
期

△４．２△１８４４５

累
計

２３．３４［１．９］ １８［１．８］ ２２ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高

通期予想

（1/29発表）

実績

４２６

２８．５２８０９８３１，２６３

（単位：億円、％ ［］内は利益率）

（単位：億円、％ ［］内は利益率）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇販売・・・減収、減益

日通商事において、石油類の販売単価が下落したために、売上げが減少したほか、

輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業も低調に推移。

◇その他・・・減収、増益

日通ＮＥＣロジスティクス社の連結効果が一巡。

同社及び日通・パナソニック ロジスティクス社が荷動き低迷の影響を受け、減収。

一方で、料金改定の効果や各種コスト削減の取組みが奏功し、セグメント全体では、増益。
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2016年3月期3Ｑ累計実績 2.7%

（2015年3月期3Ｑ累計実績 2.1%）

（2016年3月期3Ｑ単四半期実績 3.1%）

2016年3月期

国内複合事業営業利益率 3%
国内事業の経営体質強化

2016年3月期3Ｑ累計実績 36.4%

（2015年3月期3Ｑ累計実績 33.5%）

2016年3月期
国際関連事業売上高比率 40%

グローバルロジスティクス
事業の更なる拡大

項目 進捗状況基本戦略

日通グループ経営計画 ２０１５ －改革と躍進－ 基本戦略の進捗状況

Ⅱ.経営計画の進捗状況

◇国内複合事業営業利益率の３％達成に向けて

複合事業営業利益率の実績は、前年対比で０．６ポイント改善の２．７％。

当・第３四半期単独では、前年対比０．５ポイント改善の３．１％となり、

今年度の通期目標３％の達成に向けて、順調に進捗。

引き続き、コスト削減に対する取組みを推進。

◇国際関連事業売上高比率の４０％達成に向けて

航空・輸出の売上げが低迷したものの、海外会社が順調に売上げを伸ばしたことにより、

当・第３四半期累計では、３６．４％。
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Ａ．増減要素（３Ｑ累計）

参考
連結業績への影響

（３Ｑ累計）
変動要素

３Ｑ累計期間平均レート（※） （前年同期）

ＵＳＤ： １２０．８９円 （１０２．９５円）

ＥＵＲ： １３４．７７円 （１３９．５４円）

ＨＫＤ： １５．５９円 （ １３．２８円）

ＲＭＢ： １９．３２円 （ １６．７２円）

売上高
＋２４８．４億円

営業利益
＋８．１億円

※３Ｑ単四半期
売上高 ＋８１．０億円
営業利益 ＋３．２億円

為替による影響

（前年同期）

軽油 ： ８８．７８円／ℓ（１１７．４７円）

ガソリン：１２５．４９円／ℓ（１５０．４７円）

船舶重油： ４６．２０円／ℓ（ ７１．３８円）

燃油費 △４９．８億円
（費用減）

※３Ｑ単四半期
△１６．５億円

（費用減）

燃油費単価変動
による影響

Ⅲ. 外部環境の変化

（※）記載の為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを、現地通貨建の四半期実績に適用している。
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Ｂ．外部要因の想定（通期）

前提条件
連結業績への影響

（通期）
変動要素

（前期年間平均（※））

ＵＳＤ ：１１９．４０円 （１０５．８５円）

ＥＵＲ ：１３０．９０円 （１４０．４２円）

ＨＫＤ ： １５．４０円 （ １３．６５円）

ＲＭＢ ： １９．２０円 （ １７．１９円）

売上高

＋２３６．０億円

営業利益

＋７．７億円

※差引き４Ｑ単四半期

売上高 △１２．４億円

営業利益 △０．４億円

為替による影響

（前期年間平均）

軽油 ： ８６．６１円／ℓ（１１０．５５円）

ガソリン：１２３．８３円／ℓ（１４４．４０円）

船舶重油： ４３．４６円／ℓ（ ６６．４７円）

燃油費 △５６．９億円

（費用減）

※差引き４Ｑ単四半期

△７．１億円

（費用減）

燃油費単価変動
による影響

Ⅲ. 外部環境の変化

（※）年間為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを、現地通貨建の四半期実績に適用している。
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の
正確性を保証するものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は
一切責任を負いませんのでご承知おきください。


